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昨
年
12
月
の
25
世
帯
に
続
き
、
５
月
21
日
、
26
世
帯
追
加
提
訴
！

昨
年
、
12
月
26
日
の
原
発
避

難
者
訴
訟
山
木
屋
原
告
団
（
二

十
五
世
帯
百
一
人
）
の
損
害
賠

償
請
求
に
続
き
、
5
月
21
日
に

山
木
屋
地
区
第
二
次
と
し
て

（
二
十
六
世
帯
百
八
人
）
が
、

福
島
地
裁
い
わ
き
支
部
に
提
訴

し
ま
し
た
。

当
日
、
午
後
一
時
十
分
、
第

二
次
原
告
団
を
代
表
し
て
鴫
原

秀
雄
氏
が
百
八
人
分
の
訴
状
を

提
出
し
ま
し
た
。

6
月
18
日
の
裁
判
で
は
、

第
二
陣
第
二
次
提
訴
の
、
川

俣
町
山
木
屋
地
区
の
初
め
て

の
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。東

京
電
力
に
対
し
、
避
難

慰
謝
料
ふ
る
さ
と
喪
失
慰
謝

料
、
自
宅
不
動
産
の
喪
失
に

つ
い
て
の
賠
償
を
求
め
る
裁

判
で
す
。

第
三
次
提
訴
ま
で
の
原
告

と
あ
わ
せ
て
、
避
難
者
訴
訟

原
告
団
は
、
四
百
七
十
三
名

の
原
告
団
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
平
成
25
年
12
月
26

日
に
提
訴
し
た
第
三
次
提
訴

の
原
告
団
は
、
裁
判
所
の
決

定
に
よ
り
、
第
二
次
提
訴
ま

で
の
原
告
団
と
同
時
に
審
理

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
裁
判
は
、
二
時

間
を
優
に
超
え
る
裁
判
で
し

た
。第

二
次
提
訴
ま
で
の
原
告

二
人
が
、
自
分
の
受
け
た
被

害
に
つ
い
て
実
態
を
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
、
第
三
次
提
訴
と

な
っ
た
、
原
告
の
う
ち
、
山

木
屋
原
告
団
を
代
表
し
て
、

菅
野
清
一
団
長
が
意
見
陳
述

を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
更
新
弁
論
を
二
名
、

第
三
次
提
訴
の
意
義
に
つ
い

て
、
第
三
次
提
訴
伴
い
山
木

屋
地
区
の
現
場
検
証
を
求
め

る
こ
と
や
、
今
後
の
進
行
に

つ
い
て
五
名
の
代
理
人
弁
護

士
も
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
で
1
時
間
45
分

弁護団の説明を受ける山木屋原告団

を
要
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
バ
ト
ル
は
、
そ

の
あ
と
待
っ
て
い
ま
し
た
。

裁
判
官
が
私
た
ち
の
主
張
に

対
し
て
、
疑
問
を
呈
す
る
意

見
を
述
べ
始
め
た
の
で
す
。

裁
判
官
と
の
バ
ト
ル
！

裁
判
長

「
避
難
慰
謝
料
と
ふ
る
さ
と

喪
失
の
慰
謝
料
に
つ
い
て
だ

が
。
（
私
た
ち
は
、
避
難
を

し
て
い
る
こ
と
の
苦
痛
と
し

て
原
告
一
人
月
額
五
十
万
円
、

ふ
る
さ
と
を
喪
失
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
の
慰
謝
料
と
し

て
原
告
一
人
二
千
万
円
の
請

求
を
し
て
い
る
。
）
原
告
の

請
求
内
容
は
、
共
通
し
た
点

の
一
部
請
求
で
あ
る
と
い
う
、

質
的
な
区
切
り
方
を
し
て
い

る
。
こ
の
請
求
で
請
求
さ
れ

て
い
る
部
分
と
さ
れ
て
い
な

い
部
分
と
の
区
別
基
準
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
？
」

米
倉
弁
護
士

「
区
別
基
準
と
言
わ
れ
て

も
・
・
・
」

裁
判
長

「
二
千
万
円
は
、
ど
ん
な
人

で
も
最
低
そ
れ
だ
け
の
損
害

と
い
う
金
額
の
問
題
か
？
」

米
倉
弁
護
士

「
質
が
同
じ
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
ふ
る
さ
と
の
喪
失
と

い
う
点
の
質
が
同
じ
」

裁
判
長

「
原
告
代
理
人
の
言
っ
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

人
に
よ
っ
て
事
情
は
違
う
で

は
な
い
か
。
原
告
全
員
に
共

通
す
る
事
実
は
何
が
あ
る
の

か
」

米
倉
弁
護
士

「
裁
判
長
が
何
を
言
っ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
ふ
る

さ
と
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
こ

に
も
う
戻
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
私
た
ち
は
、
そ
の
総
体

を
被
害
だ
と
言
っ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
現
地
を
見
な

い
と
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て

い
る
」

小
野
寺
弁
護
士

「
原
告
た
ち
に
は
そ
れ
ぞ
れ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
っ
た
、

そ
こ
か
ら
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
、
そ
う
し
た
被
害
の

実
相
を
見
て
く
れ
、
と
言
っ

て
い
る
」

裁
判
長

「
被
害
の
実
相
を
見
て
く
れ

で
は
抽
象
的
に
過
ぎ
る
で
は

な
い
か
。
今
ま
で
ど
こ
に
住

ん
で
い
て
、
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
も
う
帰
れ
な
い
。

そ
れ
だ
け
の
事
実
の
判
断
で

よ
い
の
か
。
二
千
万
円
と
い

う
線
引
き
は
何
に
よ
っ
て
な

さ
れ
た
の
か
。
そ
の
線
引
き

の
基
準
と
な
る
、
基
準
評
価

の
基
礎
と
な
る
事
実
が
あ
る

で
し
ょ
う
」

米
倉
弁
護
士

「
裁
判
所
が
、
私
た
ち
の
主

張
を
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
に

悲
し
く
、
残
念
に
感
じ
て
い

る
。
例
え
ば
、
交
通
事
故
の

被
害
者
に
も
い
ろ
い
ろ
な
人

が
い
る
。
事
故
に
よ
っ
て

失
っ
た
も
の
は
人
に
よ
っ
て

違
う
。
経
営
者
も
い
れ
ば
、

主
婦
も
い
る
。
人
に
よ
っ
て
、

損
害
の
金
額
の
考
え
も
い
ろ

い
ろ
で
百
万
と
い
う
人
も
い

れ
ば
、
五
十
万
と
い
う
人
も

い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
裁

判
所
が
入
院
慰
謝
料
と
し
て
、

判
決
で
出
す
慰
謝
料
の
金
額

は
、
赤
い
本
を
基
準
に
し
て

月
額
三
十
五
万
円
で
は
な
い

か
。
こ
の
三
十
五
万
円
と
、

人
に
よ
っ
て
異
な
る
考
え
の

五
十
万
円
と
か
百
万
円
の
場

合
と
か
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
と

の
差
額
に
つ
い
て
線
を
引
く

に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
基

準
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
基

準
は
な
い
で
は
な
い
か
。
そ

れ
と
同
じ
で
あ
る
」

＊
「
赤
い
本
」
と
は
弁
護
士

や
裁
判
所
が
使
う
交
通
事
故

事
例
を
集
め
た
実
務
の
本
）

裁
判
官
た
ち
は
、
こ
の
と

き
「
合
議
す
る
」
と
い
っ
て

い
っ
た
ん
引
っ
込
み
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
裁
判
所
は
、

「
裁
判
所
の
疑
問
に
対
し
原

告
側
か
ら
文
書
で
説
明
を
す

る
よ
う
に
」
と
い
う
打
診
が

あ
り
ま
し
た
。

小
野
寺
弁
護
士
か
ら
、

「
裁
判
所
の
疑
問
は
誤
解
の

な
い
よ
う
、
文
書
で
提
示
し

て
く
れ
」
と
打
診
を
し
ま
し

た
。

提訴報告をする鴫原秀雄氏
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豊
田
誠
弁
護
士

東
京
弁
護
士
会

豊
田
誠
法
律
事
務
所

提
訴
の
経
過

■

25
年
12
月
26
日

山
木
屋
原
告
団
25
世
帯

百
一
人

■

26
年
5
月
21
日

山
木
屋
原
告
団
26
世
帯

百
八
人

シ
リ
ー
ズ

弁
護
士
紹
介

宮
腰
直
子
弁
護
士

千
葉
県
弁
護
士
会

ふ
な
ば
し
法
律
事
務
所

坂
口
禎
彦
弁
護
士

東
京
弁
護
士
会

新
和
総
合
法
律
事
務
所

坂
本
博
之
弁
護
士

茨
城
県
弁
護
士
会

坂
本
博
之
法
律
事
務
所

今
後
の
日
程

■

8
月
26
日

渡
辺
は
ま
子
さ
ん
自
死
事
件
判
決

福
島
地
裁

午
後
1
時
15
分

■

8
月
27
日

山
木
屋
原
告
団
裁
判
い
わ
き
支
部

■

8
月
30
～
31
日

福
島
原
発
事
故
被
害
弁
護
団
夏
季

合
宿

い
わ
き
新
舞
子
ハ
イ
ツ

■

9
月
14
～
15
日

・
山
木
屋
原
告
団
聞
き
取
り
調
査

福
沢
多
目
的
集
会
所

午
後
1
時

・
弁
護
団
交
流
会

飯
坂
温
泉
天
竜
閣

午
後
6
時
半

■

山
木
屋
原
告
団
裁
判

10
月
22
日
・
12
月
17
日

福
島
地
裁
い
わ
き
支
部

ト
ピ
ッ
ク
ス

山
木
屋
地
区
に
隣
接
す
る
小
綱
木

地
区
の
住
民
が
、
東
電
に
同
区
域
と

同
等
の
精
神
的
損
害
賠
償
を
求
め
て

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
き(

Ａ
Ｄ
Ｒ)

を
９
月
下
旬
に
住
民
の
約
９
５
％
に

当
た
る
５
７
２
人
が
参
加
予
定
。

8
月
３
日
は
被
災
者
の
会
が
結
成

さ
れ
、
住
民
ら
約
１
５
０
人
が
参
加

「
隣
接
す
る
避
難
指
示
区
域
の
山
木

屋
地
区
と
同
様
に
放
射
線
量
が
高
い

の
に
賠
償
を
受
け
ら
れ
な
い
」

と
し
て
、
同
区
域
と
同
等
の
１
人
当

た
り
月
１
０
万
円
の
精
神
的
損
害
賠

償
を
求
め
る
方
針
。

6
月
18
日
の
口
頭
弁
論
の
内
容
が
毎
日
新

聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

5
月
25
日
、
午
後
一
時
半

よ
り
福
沢
多
目
的
集
会
所
に

お
い
て
、
弁
護
団
十
名
の
出

席
の
も
と
に
、
山
木
屋
原
告

団
第
二
次
提
訴
報
告
集
会
及

び
、
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。総

会
で
は
、
規
約
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
第
二
次
原
告

団
よ
り
、
新
た
な
役
員
の
選

出
が
承
認
さ
れ
、
後
に
、
四

名
の
事
務
局
役
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
役
員
は
次
の
通

り
で
す
。

■

事
務
局

鴫
原
勝
由

広
野

一

菅
野
福
明

渡
辺
哲
也

■

事
務
局
長
大
内
清
郷
が
岩

手
工
場
に
転
勤
の
た
め
渡
辺

新
一
が
事
務
局
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

雨の中裁判所に向かう二次原告団 5月21日

6月18日、裁判前の総決起集会（いわき市八幡神社）
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